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本研究から、生後早期の犬の飼育は、子どもの発達によい影響を与える可能性が示唆された。

Cat and Dog Ownership in Early Life and Infant Development:  A Prospective
Birth Cohort Study of Japan Environment and Children's Study

生後早期のペットの飼育と子どもの発達

論文概要の和文様式

本研究の目的は、生後早期の猫、犬の飼育状況と子どもの発達の関係を検討することである。

日本の出生コーホートを用いて、生後6か月の猫、犬の飼育状況と12か月の子どもの発達について検討した。子ども
の発達の評価にはＡＳＱ－３を用い、ペットの飼育状況は6か月の質問票より入手した。両方の情報がそろう、78,868
名について解析した。

犬の飼育があった子どもでは、犬の飼育がなかった子どもと比べて、ＡＳＱ－３のすべての項目（コミュニケーション、
粗大運動、微細運動、問題解決、個人・社会）において、発達の遅れのリスクが有意に低かった。猫の飼育との関連
はみられなかった。

先行研究と同様に、犬の飼育は精神発達にプラスの影響がある可能性が示された。これは犬とのふれあいが、発
達によいに何らかの効果がある可能性を示唆した。しかしながら、犬の飼育については、アレルギー、感染症、ケガ
などマイナスの影響も考慮する必要がある。
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